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新技術で効率的・効果的に維持管理や計画的更新を実施します。
また、災害に備え、防災・減災対策や危機管理体制を強化します。

安全・安心に向けた取り組み.............................................. 19

交通安全対策の推進......................................................... 28

災害対応力の強化............................................................. 30
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計画的な補修

安全・安心に向けた取り組み
着実な点検・補修の推進

確実な点検
　国土交通省が定める維持修繕に関する省令・告示の規
定に基づき、道路構造物（橋梁・トンネル等）に対する計
画を策定し、安全・安心な道路を維持するための点検を
確実に行っています。
　人の立ち入りが困難な場所や狭い空間（狭

きょうあい
隘部）で高所

作業車による人の接近が困難な箇所では、ロープを使っ

てアクセスする点検や、ロボット・無人飛行機（ドローン）
などの新技術を活用した点検を実施しています。立地条
件や構造に応じて適切な点検方
法を選択し、きめ細やかな点検
を目指します。

貢献する
SDGs の

目標

橋梁の接近点検

狭隘部でのロボットによる点検

海上部でのロープを使ってアクセスする点検

無人飛行機（ドローン）による点検

〈 首都高の保全 〉

　お客さまが安全・安心に首都高をご利用いただけるよう、道路構造物（橋梁・トンネル
等）を健全に保つための補修を計画的に進めています。補修工事は、交通への影響が少な
い時間帯に行っています。

土木構造物（伸縮継手）の補修 土木構造物（コンクリート床版）の補強

損傷に対する補修実施件数
（2025年度実績）

約39,000件
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確実な施工管理による品質の確保
　お客さまに首都高を安全・安心にご利用いただくために、経験豊富な技術者が仕様書や基準等に基づいて細やかな.
施工管理を行い、品質を確保しています。
　また、目的とする構造物が設計図書どおりにつくられるよう、確実な出来形管理を行っています。

擁壁の配筋検査状況 無収縮モルタルの品質確認状況

効率的な維持管理
　生産年齢人口の減少に伴い、維持管理を担う技術者の不足が懸念されています。このような課題を解消し、効率的な
維持管理を実現するために、スマートインフラマネジメントシステム ※を運用しています。
※維持管理に必要な情報をGIS（地理情報システム）プラットフォームに統合し、取得した３次元点群データ、ICT、AIを活用する維持管理システム

 お客さまに快適に走行いただけるよう、日常的な巡回点検、定期的な詳細点検により舗装路面状況を適切に把握し、劣化
箇所を補修しています。

MMS※計測による定期的な詳細点検

※車両等で走行しながら建物や道路の形状などの3次元位置情報を高精度で効率的に取得できる移動式高精度3次元計測システム

舗装工事実施状況MMS※計測による路面点検結果

■ -20mm 以下
■ -20mm-10mm
■ -10mm～ -5mm
■■ -5mm～ 5mm

■ 5mm～ 10mm
■■ 10mm～ 20mm
■ 20mm 以上

基準面からの変位

［ 快適走行を目指した舗装の補修 ］

VOICE

　私は土木構造物補修工事において、主に内高欄の防水塗装工を担当しています。この業務は、
橋梁などの構造物を内部の劣化から守り、インフラの長寿命化と人々の安全を守る重要な役割を
担っています。
　作業を終えて見違えるようにきれいになった姿を見たときの達成感や、首都高速道路をご利用い
ただくお客さまの毎日の安全を陰ながら支えていることに、とても大きなやりがいを感じます。
　今後は、今まで以上に新しい知識や技術を吸収し、安全第一で、周りの方から信頼されるような
丁寧で心のこもった維持管理業務を目指して頑張っていきたいです。

首都高メンテナンス東東京（株） 加平工事所 第一課

石関 孝太郎
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　首都高は、1962年の京橋～芝浦間の開通から、60年以上が経過しており、首都圏の重交通を支える過酷な使用状況
下、重大な損傷が発見されています。構造物の健全性を抜本的に回復し、長期にわたり保つため、2014年より更新事業
に着手しています。
　100年先の未来においても、お客さまに安全・安心な道路であり続けるため、これからも更新事業を着実に推進して
いきます。

長期の安全・安心を確保する「更新事業」

開通からの経過年数割合

大型車が非常に多いなど過酷な使用状況 

一般道と比べて

約5倍の
大型車交通量

貨物車の割合は

約40%

1日

約100万台の
交通量

主な更新事業箇所

構造物の重大な損傷が発見

50年以上
50年未満

50年以上
50年未満

2030年 2040年

59%

35%
50年以上

65%
50年以上

41%

腐食、消失した鉄筋 広範囲に及ぶ塗装のはがれ
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損傷状況（東品川桟橋）

［ 東品川桟橋・鮫洲埋立部 ］
　東品川桟橋・鮫洲埋立部は1963年の開通から50年以上が経過し、過酷な使用状況や、海水
による激しい腐食環境から重大な損傷が多数発生していました。構造物の長期的な安全性を
確保するため、耐久性と維持管理性に優れた構造に造り替えています。

〈 東品川桟橋・鮫洲埋立部 〉

激しい腐食環境により
損傷した構造物

損傷状況（鮫洲埋立部）

路面の陥没

施工状況

東京モノレール

更新事業の推進

新たな技術の活用等（東品川桟橋）

維持管理用足場
（恒久足場）を設置し、
塩分等劣化要因を遮断

海水面からの
離隔確保

橋脚の防食対策の強化として、
金属溶射・ステンレスライニング
を採用

設置や取り替えが容易な
プレキャスト壁高欄を開発

1号羽田線（更新線）

首都高サステナビリティレポート 2026 22



VOICE

　私は高速大師橋更新事業の現場監督を務めています。2023年5月に横取り一括架設を完了し、
現在は新設橋の直下で旧橋脚の撤去工事などを実施しています。
　生まれ変わった大師橋と撤去中の旧橋脚を現場で目にするたび、長い間人々の暮らしや物流を
支えてきた歴史の重みと、未来へとつなぐ使命を実感します。これから100年先もお客さまが安
心して移動できるよう、安全第一を徹底し、一つひとつの仕事に責任を持って取り組んでまいり
ます。

首都高速道路（株） 更新・建設局 大師橋工事事務所

太田 信之介

損傷状況

［ 高速大師橋 ］
　高速大師橋は1968年の開通から50年以上が経過し、過酷な使用等により、橋梁全体に多数
の疲労き裂が発生していました。構造物の長期的な安全性を確保するため、耐久性と維持管理
性に優れた構造に造り替えています。

疲労き裂
縦リブ

疲労き裂

鋼床版

溶接線

（　　：き裂発生箇所）

疲労き裂
縦リブ

疲労き裂

鋼床版

溶接線

（　　：き裂発生箇所）

疲労き裂
縦リブ

疲労き裂

鋼床版

溶接線

（　　：き裂発生箇所）

※2023年5月27日から6月10日までの2週間、羽田線の終日通行止めを実施し、新設橋への架け替え工事が完了

〈 高速大師橋 〉

架け替えの状況　通行止めから開通までの架け替えを2週間の短期間で施工

既設橋のスライド撤去状況 新設橋のスライド架設状況
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［ 銀座・京橋出入口付近（築地川区間） ］
　銀座・京橋出入口付近は1962年の開通から60年以上が経過し、老朽化した擁壁等において、コンクリートのはく離
や鉄筋腐食が発生しています。構造物の長期的な安全性を確保するため、現行基準に合った耐久性と維持管理性に優れ

た構造に造り替えていきます。
　なお、日本橋区間地下化事業に伴
う新たな都心環状ルートの整備事業
である新京橋連結路の接続部となる
築地川区間については、整備事業と
併せて構造物の更新を行います。

［ 羽田トンネル付近 ］
　羽田トンネルは1964年8月に開通した首都高初の海底トンネルです。
　海水による塩害の影響などを受けやすい環境であるため、塩分を含
む漏水による鉄筋腐食に起因する損傷が発生しています。
　長期にわたる健全性を確保するため、トンネル内の中床版の再構築
等の抜本的な対策を行うとともに、更新にあ
たっては、う回路を設けることで交通影響の
軽減に努め、工事後はう回路を本線運用する
ことで渋滞緩和を図ります。

下り線
本線２車線

下り線
出口1車線

上り線
2車線

下り線
2車線

上り線3車線
（工事完了後）

工事中はう回路、
工事完了後は
本線として活用

羽田可動橋
（運用停止中）

1車線

現況 見直し後

運用の見直し案（断面イメージ）

運用の見直し案(平面イメージ)

主な損傷の事例と対策

横
浜
方
面

都
心
方
面

空港西
出口

空港西
入口昭和島

JCT
羽田
線（上

り）
羽田線（下り）

羽田トンネルバイパス路（羽田可動橋を含む）を活用し、上り本線を高架化

羽田トンネルは下り本線＋出口として活用
横
浜
方
面

都
心
方
面

空港西
出口

空港西
入口昭和島

JCT

羽田線（上り）
羽田線（下り）

羽田トンネルバイパス路

羽田トンネル
見直し案現況

構造目地の
腐食・漏水

中床版上面の
コンクリートはく離

損傷状況現在の状況

中床版上面の鉄筋
一部消失

中床版の補修・再構築中床版の補修・再構築

壁面補修壁面補修

〈銀座・京橋出入口付近
（築地川区間）〉

〈 羽田トンネル付近 〉
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〈 YouTube 〉

高速大師橋事業紹介動画

［ 荒川湾岸橋 ］
　荒川湾岸橋は1978年に開通した全長840mの鋼橋です。古い仕様の塗料を使用しており、下地付近から塗膜が広範囲
にはがれる事象や部材破断等の重大な損傷を確認しました。なお、古い仕様の塗装が使用されている荒川湾岸橋以外の鋼
橋においても、広範囲の塗膜はく離や鋼材腐食等が発生しています。
　そのため、古い塗装仕様である塗膜を下地から除去し、高耐久な塗装を行うとともに、損傷部位を全面的に取り替えや
補修を行うことで、長期にわたる健全性を確保します。併せて点検通路等を設置し、維持管理性の向上を図ります。

2010年時点 塗膜はく離による腐食（2021年） ガセットプレートの破断（2021年）

開通直後の様子（1978年撮影）

大規模修繕事業
　大規模修繕事業は、橋梁単位で全体的に補修することにより、新たな損傷の発生・進行を抑制し、長期の耐久性を向上さ
せるものです。2025年度は、5号池袋線・6号向島線・7号小松川線などで鋼桁、鋼橋脚の補修等を行いました。

補強後補強前

コンクリート橋脚はく落防止対策

維持管理性
の向上

鋼桁・鋼橋脚の腐食部の補強

鋼桁・鋼橋脚の補修

床版

鋼桁床版

鋼桁

床版

橋脚

橋脚

鋼桁 橋脚

鋼桁 橋脚

劣化した既設の塗膜を除去し、耐
久性の高い塗料を用いて被覆補修
を行うことで、従来よりも防食性能
が向上します。

劣化したコンクリート片の落下等を
防止するため、塗料やシートを用い
て被覆を行うことで、安全性、耐久
性が向上します。

鋼桁・鋼橋脚の腐食は、錆を除去し
た上で、鋼板にて補強、耐久性の高
い塗料を用いて被覆補修を行うこ
とで、耐久性が向上します。

高い耐久性を備えた恒久足場を設置することで、点
検や補修を円滑に行っています。また、恒久足場が
周囲と調和するように景観性も考慮しています。

補強後補強前

補強後補強前

更新事業に関する基本情報や更新事業
現場紹介動画、工事進捗状況などの幅
広い情報を、特設サイトにてお届けし
ています。

〈 特設サイト 〉「更新事業」特設サイト
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　日本橋川周辺は、国家戦略特区の都市再生プロジェクトに位置づけられ、多くの再開発計画が立ち上がり、新しいま
ちづくりが始まろうとしています。当社は、「立体道路制度」を活用して建物の地下にトンネルを整備することで、これ
らのまちづくりと一体となって地下化事業に取り組み、地域の魅力のさらなる向上に貢献します。それにより、日本橋
川周辺の景観や環境の改善が図られ、新しい日本橋の「まち」へ生まれ変わります。

日本橋区間地下化事業
新しい日本橋の「まち」へ 

再開発の計画は現時点の情報をもとに作成したイメージです。

AFTER

AFTERBEFORE

BEFORE

〈 日本橋区間地下化事業 〉

日本橋川周辺のまちづくり

　日本橋区間地下化事業と日本橋リバーウォークのプ
レゼンテーション拠点「VISTA（ヴィスタ）」の一般受付
を2025年6月16日より開始しました。
　首都高地下化・日本橋リバーウォークで推進される
複数の再開発の全体像と工事技術を紹介しています。
※�日本橋リバーウォーク：首都高速道路日本橋区間地下化事業と日本橋川
沿いの5つの再開発事業が連携し、官民一体で空と川に開かれた街づく
りを推進しているエリア名称

街のプレゼンテーション拠点　VISTA見学のご案内TOPICS

〈VISTA〉

首都高サステナビリティレポート 2026 26



　日本橋川上空の首都高は、都心部の渋滞解消のために、1964年の東京オリンピック前に建設され、1963年の開通か
ら60年以上が経過しています。この区間は、1日当たり約10万台の自動車が走行する過酷な使用状況にあるため、構造
物の損傷が激しく、更新が必要となっています。都心部の交通を支える首都高を、次世代へつなぐ、安全・安心な道にす
るため、新たに地下ルートを整備する地下化事業に取り組んでいます。 

安全・安心な新しい「道」へ

主桁

橋脚・梁

支承受台

支承

1964年の東京オリンピック前に
建設中の首都高速道路（日本橋付近）

現在の日本橋と首都高速道路

事業区間

コンクリート床版の亀甲状ひび割れ鋼桁の接続部（切欠き部）

き裂の進展を抑制するため応急補修を実施済

支承部の疲労き裂

遠景

［ 事業概要（日本橋区間地下化）］

路線名  都心環状線

事業区間 東京都千代田区内神田二丁目～
東京都中央区日本橋小網町

延長 約1.8km

道路の区分 第2種第2級（自動車専用道路）

車線数 往復4車線

設計速度 60km/時、
50km/時（ジャンクション部 40km/時）

出入口の廃止 3箇所（常盤橋、呉服橋、江戸橋）

換気所 常盤橋換気所（改築）

道路構造
トンネル構造 約1.1km
高架構造 約0.4km
擁壁構造 約0.3km
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交通安全対策の推進
貢献する
SDGs の

目標

交通安全の実現に向けて
渋滞・事故分析に基づく安全対策

　事故多発箇所において、事故要因に応じた交通安全対
策等、効果的な対策を実施し事故防止に努めています。
また、重大事故発生箇所の現地対策に合わせて、重大事故
発生に関する注意喚起をX等で配信しています。さらに、
混雑が予想される時期等の首都高の交通状況に合わせ、
渋滞に伴う追突事故啓発広報や車両接触事故啓発広報な
ど、実際の事故映像等を活用した注意喚起動画を作成し、
SNS等で啓発を実施しています。

交通安全啓発活動推進
　交通安全キャンペーン、当社社員による安全運転講習会の
実施等、交通安全啓発活動を推進しています。また、交通管
理者による不正改造車両の取締りに協力し、文字情報板等に.
よる注意喚起を行いました。SNSによる啓発活動、連携した
活動も実施しています。

交通安全キャンペーン実施状況

交通安全キャンペーン実施回数
（2025年度）

127回

700

650

600

550

500

9.0

8.5

8.0

7.5

7.0
2023年 2025年2024年

2023～2025年　死傷事故件数及び死傷事故率

死傷事故件数［件/年］ 死傷事故率［件/億台キロ］

681

596 599

7.7

8.8

7.7

逆走車や歩行者等の立入対策
　車の逆走、歩行者・自転車等の立ち入りによる事故を防止するため、各出入口共通の注意喚起対策として、注意喚起看
板や路面文字等を設置しています。また、立ち入り実績のあった箇所等へ、センサーを用いた立入、逆走検知・警告シス
テムの導入や出口部への立入防止カラー舗装の実施を進めており、今後も継続的な実施を予定しています。さらに、立
ち入り防止に関するソフト対策として、主要な立ち入り要因である、ナビ設定の誤りによる誤進入や、日本に不慣れな
外国人にも伝わる注意喚起を念頭にSNSや様々なイベントにおいて啓発を実施しています。

立入、逆走検知・警告システムイメージピクト表示による原付立入注意喚起看板 ナビ設定の誤りや外国人へ向けた注意喚起

追突注意路面表示 追突事故に関する注意喚起江戸橋～箱崎間の色別案内 分岐部付近の青看板・路面表示
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私たちは安全・安心に首都高をご利用していただくために24時間365日対応しています。
　現場は常に危険な状況下にありますが、事故や故障車、落下物などを早期に発見し、二次事
故防止のための交通規制や安全確保など、お客さまが不安にならないよう相勤者との意思疎
通を図りながら円滑に業務を遂行することを心がけています。
　社内研修や訓練、日々の業務で培った経験
を活かし、お客さまが安心して首都高を快適
にご利用いただけるよう業務に取り組んでい
ます。

首都高パトロール（株） みなとみらい交通管理部

田中 和仁

首都高パトロールの
ことをもっと知りたい
方 はこちら ▶ ▶ ▶

〈 お客さまの声 〉
トンネル内で車が故障してしまっ
た際に、安全を確保のうえ、やさし
く・爽やかに・手際良く地上まで
脱出させてくださいました。どう
してよいか分からない状況でした

が、安心して切り抜けることができました。
スーパーヒーローを見た気持ちになりました。
心から感謝しております。

トンネル内の事故に巻き込ま
れたとき、パトロール隊の方
が、事故に巻き込まれて不安
な私と妻に対し非常に誠実か
つ親身に状況を説明してくれ

て安心できました。
事故処理を迅速に進めながら私たちにも配
慮していただき、本当にプロの仕事でした。
ありがとうございました。

～ お客さまに安全な首都高速道路を24時間365日ご利用いただくために ～

　パトロールカーにより定期的に首都高全線を巡回監視しています。
交通事故、故障車、落下物等異常事態が発生した場合は、現場に急行し
て警察や消防などの関係機関とともに事故対応を行うほか、故障車の
支援、落下物の回収など、安全で円滑な交通の確保を図ります。

［ 交通巡回の実施 ］

交通事故、故障車、落下物等の対応件数
（2025年度）

約39,000回

法令違反車両対策の強化

効果的な取締り

反復・悪質違反者への対応

　道路法（車両制限令）に定められている車両の大きさや重さに違反する車両の通行は、道路構造物や交通に著しい悪
影響を与える可能性があります。
　道路構造物を保全し交通の危険を防止するため、違反車両に対して警察や他の道路管理者と協力した合同取締り、軸
重測定設備※を用いた取締り等、効果的な取締りを実施しています。
　さらに、落下物接触事故を防止するため、積荷の是正指導等を実施しています。
※自動的に走行車両の軸重を測定し、違反車両を特定する設備

　道路法（車両制限令）違反車両情報を高速道路会社6社で
共有し、違反の反復状況に応じて、違反者講習会や大口・多
頻度割引の割引停止措置等を実施しています。
　また、違反を繰り返す悪質な違反者に対しては個別訪問に
よる是正指導を実施するなど、厳正に対処しています。

法令違反車両取締りの様子

現場取締実施回数
（2025年度）

1,222回

交通巡回隊員の想い TOPICS

VOICE
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※1 �大規模な災害発生時に、災害対応を実施する消防・救急・警察・自衛隊などの
緊急車両や道路点検車、災害応急対応車両の通行を優先し、一般車両の通行を
禁止する道路

※2　�関東ブロック道路啓開計画策定協議会（国土交通省、東京都、当社等が参加して
いる）が定めた計画

災害対応力の強化
貢献する
SDGs の

目標

災害時の安全確保に向けて

迅速な対応を実現する地震防災対策

緊急交通路の確保

速やかな情報収集・共有

　首都圏のくらしや社会経済活動を支える重要な役割を担っている首都高。お客さまの安全の確保、道路交通機能の維
持のため、災害対策を強化し、大雪・大雨などの異常気象や地震の発生に備えています。

　地震等の災害発生時にお客さまの安全を確保するとと
もに、道路交通機能を維持し緊急交通路※1・緊急輸送道
路としての社会的役割を果たすために「防災業務計画」を
定め、国や関係機関等と災害発生時の連携協定を締結す
るなど緊密な連携を保ちつつ、地震その他の災害に対す
る措置を講じています。

 道路構造物の約75％を橋梁構造が占める首都高では地震発生時に橋梁の損傷を軽微なものにとどめ、早期の緊急交
通路の確保を可能にするため、支承（橋桁を支える台座）や落橋防止構造の一層の強化を進めています。
　大規模地震が発生した際は、「関東ブロック道路啓開計画【地震・津波災害】」※2に基づき、関係機関と連携して緊急交
通路を確保し、消防車、救急車、自衛隊等の緊急車両の通行
を可能とする必要があります。迅速に緊急交通路を確保す
るために段差修正材等の応急資機材の配備を進めるととも
に、首都高グループが一体となって訓練を行っています。

　災害発生時に速やかに情報を収集し、高度な情報共有や復旧計画の策定支援を行う「総合防災情報システム」の運用
を2018年より開始しました。これにより、迅速な緊急交通路の確保につなげていきます。

災害発生時の連携協定締結先の例
2016年 	 9月 陸上自衛隊東部方面隊
2019年	10月 東京ガスネットワーク株式会社
2020年	 3月 KDDI株式会社
2020年	10月 東京電力ホールディングス株式会社
2022年	 6月 東日本電信電話株式会社
2023年	11月 ソフトバンク株式会社
2024年	 3月 楽天モバイル株式会社

株式会社JDRONE
2024年	 4月 エアロセンス株式会社
2024年	 5月 KDDIスマートドローン株式会社
2024年	 6月 NTTコミュニケーションズ株式会社
2024年	12月 国土交通省関東地方整備局
2025年	 1月 株式会社NTTドコモ
2025年　4月 一般社団法人日本UAS産業振興協議会

地震時の緊急交通路確保（訓練の様子）

総合防災情報システムの主な機能

タブレット
端末等

地域別震度分布・補修基地箇所等 沿道火災津波等ハザードマップ周辺建物耐震状況・段差等リスク箇所

点検進捗状況 周知事項掲示板 被害状況・復旧に係る対応状況

基
本
情
報

リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報

対
策
本
部

現
場

リ
ア
ル
タ
イ
ム

情
報
共
有

地震
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大雨対策の強化

積雪・凍結対策の取り組み

「車両滞留」の防止 

　大雨時でもお客さまが安全･安心に首都高をご利用できるよう対策を強化しています。
　降雨時には、文字情報板によりお客さまへの注意喚起を行っています。気象予測情報から大雨が予測される場合に
は、排水桝の事前清掃など滞水等の事前準備を行います。
　また、排水施設、舗装の改良等による対策を行っており、滞水による交通障害の防止に努めています。

　当社では、2018年1月22日からの積雪・凍結により発生した「長時間の車両滞留」及び「通行止めの長期化」の再発防
止を基本方針としています。
　また、2020年度に北陸地方で発生した大規模車両滞留を踏まえた、国の「冬期道路交通確保対策検討委員会」による
『大雪時の道路交通確保対策 中間とりまとめ（令和3年3月改定）』においては、従来の「できるだけ通行止めにしない」や
「道路ネットワーク機能への影響の最小化」から、「人命を最優先に、幹線道路上で大規模な車両滞留を徹底的に回避す
る」ことへ基本的な考え方を転換することとされました。
　これらを踏まえ、当社は、関係機関と連携しソフト・ハードの両面から様々な取り組みを実施していきます。

［ 予防的通行止めの実施 ］
　首都高では大雪が予想される場合、車両滞留を予防するため、路面状況
が悪化することを想定して、あらかじめ早い段階で行う予防的通行止めを
実施することがあります。
　その際は、降雪前から出控え広報を含め適切な情報提供を行い、現場状
況を正確に把握できる体制や、車両滞留が発生した場合のお客さま支援体
制を強化します。
　冬期は冬用タイヤの装着とタイヤチェーンの携行をお願いするととも
に、雪道走行時のチェーン装着の徹底ならびに首都高HPをはじめとした
交通状況等の広報の確認を呼びかけてまいります。

［ 車両立ち往生発生リスク箇所への対応 ］
　路面への積雪・凍結に伴うお客さまの車両の立ち往生を防ぐため、過去
の事例や勾配などのデータから選定した車両立ち往生のリスク箇所を中
心にカメラの増設等を行い、監視体制を強化しています。
　また、万が一、車両立ち往生が発生した場合は、事前に付近に配備した
レッカー車により迅速に車両移動を行います。

（参考）2024年度の取り組みポスター

文字情報板での注意喚起イメージ 排水桝の事前清掃
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　24時間365日にわたって、安全・安心・快適な道路サービ
スの提供のための管理運営を行っていますが、昨今の急激な
労務費等の高騰や老朽化対策、大雪などの災害対応等、会社を
取り巻く環境は厳しさを増している状況にあります。
　業務効率化などには取り組んでいるものの、維持管理コス
トの上昇への対応が喫緊の課題となっています。こうした課
題に対し、2025年10月に有識者からなる「首都高の持続可
能な道路サービスに関する検討会」を設置し、持続可能な道路
サービスを提供するための課題と対応について検討を進め、
同年12月に「第1次とりまとめ」がなされました。
　検討会での議論やとりまとめを参考に、さらなるコスト縮
減等の経営努力を前提として、お客さまに安全・安心な道路
サービスを継続的に提供し、また、維持管理の現場で対応して

持続可能な道路サービスの提供のためにTOPICS

いるエッセンシャルワーカーへの適正な労務費の確保・行き
渡りを確保していくための財源を確保するため、料金改定案
をとりまとめました。
　今回の料金改定を行うことにより、建設事業等にかかるこれま
での債務を確実に返済しつつ、当面5年間は道路サービスを安定
的に提供することを可能としています。引き続き、社会経済状況
の変化などを踏まえながら、持続可能な道路サービスと確実な債
務償還を両立させるために必要な対応を検討してまいります。
　今後も、徹底的なコスト縮減などの経営努力を推し進める
とともに、料金所のETC専用化や依然として恒常的に発生し
ている渋滞の緩和に向けた取り組み、カーボンニュートラル
の実現に向けた取り組みなど、さらなる道路サービス向上策
も積極的に展開していきます。

2025 年 12 月 24 日プレスリリース　「首都高速道路の料金改定案について」
https://www.shutoko.co.jp/company/press/2025/data/12/24-toll/

〈首都高速道路の料金
改定案について〉

「通行止めの長期化」の防止 
［ 首都高の構造的特性に応じた積雪・凍結対策の強化 ］
　首都高は高架構造の割合が高く、冬期は構造物が上下から冷やされ、降雨・降雪時に路面凍結が起こりやすいという構
造上の特性があります。加えて首都高は路肩が狭く、積雪時には雪を路肩に寄せるスペースがないことから、除雪車両で
積もった雪を集める「除雪」と、集めた雪をダンプカーに積んで道路外に運び出す「排雪」の２段階の作業が必要となる特
性があります。これらの特性に応じた積雪時の除排雪作業体制の強化を進めてきました。
　2024年2月4日～7日の大雪対応での知見を踏まえ、通行止め路線の拡大にも適切に対応し、速やかな通行止め解除を
実現するべく、関係機関とのさらなる連携強化等による「除排雪体制の再構築」及び除排雪作業の進捗管理を行う専任者
の配置等による「現場を把握する力と本部・現場の連携強化」を進めてまいります。

除排雪作業状況 除排雪作業状況

確実な情報提供 関係機関との連携強化
［ お客さまへの適切な情報提供 ］
　気象情報等に基づく予防的な通行止め情報の提供、不要
不急の外出を控えていただくための事前広報を関係機関と
協力しながら実施します。また、通行止めとなった際は、解
除予定情報を提供します。事前広報、交通規制等の情報は当
社Webサイト、mew-ti、SNS（X等）、文字情報板や日本道路
交通情報センターの放送によりお知らせしています。
　また、トンネル内のお客さまに対しては、ラジオ再放送、
拡声放送設備を活用し、情報提供を行います。

［ 警察や関係機関との連携 ］
　通行止めや通行再開時の連携について、警察、国土交通
省、他の高速道路会社との事前調整を行います。

Xアカウント：【公式】道路交通情報＠首都高

@shutoko_traffic
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